
4なめがた 2006. 4. 3

平
成
18
年
度
予
算
が
３
月
の
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
18
年
度
の
予
算
編
成
は
、
国
の
地
方
財
政
計
画
の

規
模
の
抑
制
に
努
め
、
国
と
地
方
の
信
頼
関
係
を
維
持
し

な
が
ら
「
三
位
一
体
の
改
革
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、

安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
地
方
財
政
対
策
を

講
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

本
市
の
財
政
状
況
は
、合
併
前
の
平
成
16
年
度
決
算
に

お
け
る
主
要
財
政
指
標
を
見
る
と
、
３
町
合
算
に
よ
る
経

常
収
支
比
率
は
93
・
７
パ
ー
セ
ン
ト
と
非
常
に
高
く
、地
方

交
付
税
・
国
県
支
出
金
・
市
債
な
ど
の
依
存
財
源
が
全
体

の
61
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
極
め
て
脆
弱
な
財
政
構
造
と

な
っ
て
い
て
、
非
常
に
厳
し
い
事
態
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
の
厳
し
い
財
政
事
情
を
認
識
し
な
が
ら
も
、
可
能
な

限
り
従
来
の
行
政
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
予
算
の
計
上
を

図
り
、
合
併
協
で
の
建
設
計
画
に
沿
っ
た
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
予
算
編
成
を
行
い

ま
し
た
。

一般会計一般会計……………… 171億6,400万円万円 

特別会計特別会計 

　国民健康保険…　国民健康保険…45億9,530万円　万円　 老人保健…………老人保健………… 37億6,040万円万円 

　介護保険………　介護保険………23億8,880万円　万円　 農業集落排水事業…農業集落排水事業…4億2,160万円万円 

　特定環境保全公共下水道事業…　特定環境保全公共下水道事業…5億3,270万円万円 

　流域関連公共下水道事業………　流域関連公共下水道事業………5億5,150万円万円 

　水道事業………　水道事業………12億6,515万円　万円　 白帆荘運営事業……白帆荘運営事業……2億2,966万円万円 

一般会計……… 171億6,400万円 

特別会計 

　国民健康保険…45億9,530万円　 老人保健………… 37億6,040万円 

　介護保険………23億8,880万円　 農業集落排水事業…4億2,160万円 

　特定環境保全公共下水道事業…5億3,270万円 

　流域関連公共下水道事業………5億5,150万円 

　水道事業………12億6,515万円　 白帆荘運営事業……2億2,966万円 

○平成18年度予算と平成17年度予算の比較

（※17年度は、17年9月2日～18年3月31日の当初予算です。）

区　　　　　分

一 　 般 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

農業集落排水事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

流域関連公共下水道事業特別会計

水 道 事 業 会 計

白 帆 荘 運 営 事 業 会 計

合　　　　　計

18年度

171億6,400万円

45億9,530万円

37億6,040万円

23億8,880万円

4億2,160万円

5億3,270万円

5億5,150万円

12億6,515万円

2億2,966万円

309億911万円

17年度

105億1,880万円

29億3,330万円

22億3,810万円

13億1,740万円

2億1,070万円

4億6,750万円

4億9,250万円

9億6,091万円

1億3,713万円

192億7,634万円

増減額

66億4,520万円

16億6,200万円

15億2,230万円

10億7,140万円

2億1,090万円

6,520万円

5,900万円

3億424万円

9,253万円

116億3,277万円

増減率

63.2％

56.7 ％

68.0 ％

81.3 ％

100.1 ％

13.9％

12.0 ％

31.7 ％

67.5 ％

60.3％

平成18年度 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、

活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、

活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

豊
か
な
自
然
と
の
共
生
、活
力
あ
る
人
々
、 

　
　
　
こ
こ
ろ
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
に 

一
般
会
計
と
特
別
・
企
業
会
計
合
わ
せ
て
総
額
３
０
９
億
９
１
１
万
円 
予 算 予 算 
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自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
市
税
収
入
が
伸
び

悩
み
、
制
度
改
正
に
よ
り
地
方
交
付
税
も
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
市
制
に
伴
う
生
活
保
護

費
等
、
民
生
費
関
連
経
費
と
合
併
関
連
需
要
額

経
費
に
よ
り
合
併
前
の
旧
町
当
初
予
算
額
と
の

対
比
で
５
・
９
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
54
億
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
譲
与
税
に
お
い
て
は
、
税
源
移

譲
に
よ
る
所
得
譲
与
税
が
３
億
円
と
倍
増
に
な

り
、
合
併
前
の
旧
町
当
初
予
算
と
の
対
比
で

29
・
６
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
６
億
３
９
４
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

市
債
に
お
け
る
従
前
の
土
木
債
や
教
育
債
の

事
業
債
に
つ
い
て
は
８
億
５
５
５
０
万
円
を
計

上
し
、
重
点
事
業
に
よ
る
「
物
産
館
建
設
」

「
道
路
整
備
事
業
」
「
玉
造
中
学
校
建
設
」
「
玉

造
統
合
幼
稚
園
建
設
」
を
合
併
特
例
債
に
よ
り

10
億
３
２
６
０
万
円
を
計
上
し
、
市
債
総
額
で

は
25
億
２
８
２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

現
行
の
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
経
常

経
費
は
極
力
削
減
す
る
こ
と
と
し
、
必
要
最
低

限
の
金
額
を
計
上
し
ま
し
た
。

特
徴
と
し
て
、
教
育
費
に
、
平
成
17
・
18
年

度
の
継
続
費
で
「
北
浦
中
学
校
講
堂
建
設
」
と

「
玉
造
統
合
幼
稚
園
建
設
」
を
計
上
し
、
本
年

度
中
に
完
成
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
平
成
18
・
19

年
度
の
継
続
費
で
「
玉
造
中
学
校
建
設
」
を
計

上
し
、
本
年
度
着
工
を
進
め
ま
す
。
民
生
費
に

つ
い
て
は
、
益
々
増
大
す
る
需
要
に
加
え
、
市

制
に
伴
う
「
生
活
保
護
費
」
や
「
障
害
者
福
祉

ワ
ー
ク
ス
運
営
事
業
」
等
に
よ
り
、
合
併
前
の

旧
町
当
初
予
算
額
と
の
対
比
で
18
・
２
パ
ー
セ

ン
ト
の
増
。
ま
た
、
商
工
費
に
お
い
て
も
、
霞

ヶ
浦
大
橋
の
無
料
化
に
伴
い
、
行
方
市
の
西
の

玄
関
口
と
し
て
「
物
産
館
」
の
建
設
を
合
併
特

例
債
事
業
で
実
施
し
ま
す
の
で
、
合
併
前
の
旧

町
当
初
予
算
額
と
の
対
比
で
82
・
６
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
で
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

一

般

会

計

 

市
の
中
心
と
な
る
会
計
で
、行
政
を 

運
営
す
る
た
め
の
基
本
的
な
経
費 

歳
　
入

歳
　
出

一般会計予算額　171億6,400万円

地方交付税 
540,000（31.5％） 

市税 
321,714（18.7％） 

県支出金 
115,960（6.8％） 

国庫支出金 
134,864（7.9％） 

繰入金 
107,111（6.2％） 

地方譲与税 
63,940（3.7％） 

諸収入 
37,100（2.2％） 

（単位：万円） 

市債 
252,820（14.7％） 

その他 
142,891（8.3％） 

歳入 歳入 

教育費 
354,894（20.7％） 

民生費 
333,287（19.4％） 

土木費 
174,120（10.2％） 

農林水産業費 
125,212（7.3％） 

衛生費 
134,301（7.8％） 

消防費 
87,778（5.1％） 

商工費 
47,109（2.7％） 

公債費 
218,284（12.7％） 

総務費 
212,496（12.4％） 

その他 
1,007（0.1％） 

議会費 
27,912（1.6％） 

歳出 歳出 
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平成18年度に実施する主な事業 平成18年度に実施する主な事業 
事　業　名　称

文書管理事務費

企画事務費

ＩＴシステム管理事業

戸籍電算化事業

障害者福祉ワークス運営事業

白帆の湯運営事業

老人保健事業

塵芥処理事業

農業経営構造対策事業

水田農業対策事業

県単農道整備事業

基盤整備促進事業

物産館建設事業

霞ケ浦ふれあいランド管理事業

道路改良舗装事業

消防施設管理整備事業

北浦中学校施設整備事業

玉造中学校施設整備事業

玉造統合幼稚園施設整備事業

体育施設管理事業

予　算　額

2,212万円

1,785万円

1億2,205万円

1億1,550万円

1,677万円

8,567万円

1億2,614万円

1億6,206万円

2億1,527万円

1億241万円

1億3,324万円

1億2,505万円

1億6,834万円

1億6,700万円

7億53万円

7,442万円

3億6,416万円

6億2,639万円

4億7,845万円

6,359万円

主　　　な　　　内　　　容

文書管理システム導入

行政改革大綱策定、鹿島アントラーズ
FCホームタウン出資

システムデータ統合、パソコン購入

戸籍データ電算化

身体障害者・知的障害者の作業訓練等

白帆荘へ運営委託

健康診査、各種検診

一般廃棄物処理、資源ごみ等のリサイクル

JA北浦地区集出荷所整備の補助

転作奨励補助

谷地区外５路線

於下地区外５路線

物産館建設工事、備品購入

管理運営委託

36路線

防火水槽設置、消防機庫建設、
小型動力ポンプ積載車購入

講堂改築工事（17年度より継続）

校舎改築工事（19年度まで継続）

園舎増築工事

浜野球場整地、麻生運動広場ネット設置

国
民
健
康
保
険

健
康
保
険
法
等
の
改
正
や
、
医

療
費
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

歳
入
歳
出
総
額
45
億
９
５
３
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
保
険
給
付

費
は
、
歳
出
予
算
全
体
の
66
・
２

パ
ー
セ
ン
ト
、
特
に
療
養
諸
費
に

つ
い
て
は
保
険
給
付
費
の
中
で

88
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
老

人
保
健
拠
出
金
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
全
体
の
20
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
ま
す
。

特
別
会
計 

特
定
事
業
の
歳
入
と
歳
出
を
一
般
会
計
と 

区
別
し
て
、別
に
処
理
す
る
た
め
の
会
計 

予算額　45億9,530万円

老
人
保
健

本
格
的
な
高
齢
社
会
に
向
け

て
、
市
民
の
老
後
に
お
け
る
健
康

の
保
持
と
適
切
な
医
療
の
確
保
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
歳
入

歳
出
総
額
37
億
６
０
４
０
万
円
を

見
込
み
ま
し
た
。
今
後
、
医
療
費

は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、
国

で
は
超
高
齢
社
会
を
展
望
し
た
新

た
な
高
齢
者
医
療
制
度
体
系
の
見

直
し
な
ど
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

予算額　37億6,040万円

総務費 9,672

介護納付金 
36,293

共同事業拠出金 
13,720

保健事業費 
723

基金積立金　1
公債費　15

諸支出金　1,724

予備費　500

老人保健拠出金 
92,293

保険給付金 
304,589

（単位：万円） 

（単位：万円） 

歳入 歳入 

国庫支出金 
119,966

支払基金交付金 
201,603

県支出金 
27,179

繰入金 
27,179

繰越金 
100

諸収入 
13

歳出 歳出 

諸支出金 
1

予備費 
112 医療諸費 

375,927

共同事業交付金 
8,232

財産収入　1

繰入金 
29,663

繰越金 
25,000 諸収入 

1,549

使用料及び手数料 
50

国民健康保険税 
174,993

療養給付費等交付金 
34,003

県支出金 
28,721

国庫支出金 
157,318

歳入 歳入 歳出 歳出 

物産館予定地

北浦中学校講堂

玉造中学校校舎
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介
護
保
険

高
齢
者
数
の
伸
び
や
、
制
度
改

正
の
周
知
と
共
に
、
要
介
護
者
数

及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
・
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
保

険
給
付
費
22
億
４
３
５
０
万
円
を

見
込
み
、
歳
入
歳
出
総
額
23
億
８

８
８
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

予算額　23億8,880万円

繰入金 
8,304

繰越金 200

使用料及び手数料 
1,683

分担金及び負担金 
370

国庫支出金 
12,500

県支出金 
100
財産収入 1

繰入金 
21,998

繰越金 400 諸収入 230

市債 
14,000

使用料及び手数料 
2,643

保険料 
39,615

国庫支出金 
58,666

県支出金 
28,223

繰入金 
43,388

諸支出金　60
予備費　50

地域支援事業費 
2,712

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

（単位：万円） 

歳入 歳入 
支払基金交付金 
68,934

財産収入 1
寄附金 1
繰越金 1

諸収入 
50

使用料及び手数料 1

歳出 歳出 

保険給付金 
224,350

総務費 
11,705

財政安定化基金拠出金 1
基金積立金 1
公債費　1

国庫支出金 
15,150

市債 
16,350

諸収入 102
県支出金 1

事業費 
36,207

総務費 
4,022

公債費 
1,931

分担金及び負担金 
1,398

歳入 歳入 事業費 
31,336

公債費 
15,380

総務費 
6,553

諸支出金 
1

歳出 歳出 

下水道費 
28,265

総務費 
3,333

維持費 
4,556

公債費 
18,986

予備費 
10

歳入 歳入 

繰越金 
400

県支出金 230
財産収入 1

諸収入 270

繰入金 
24,161

使用料及び手数料 
4,084

分担金及び負担金 
2,534

市債 
15,970

国庫支出金 
7,500

歳出 歳出 

歳出 歳出 歳入 歳入 

農
業
集
落
排
水
事
業

榎
本
地
区
農
業
集
落
排
水
施
設

の
適
正
な
維
持
管
理
を
行
い
、
健

全
な
運
営
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に

平
成
15
年
度
よ
り
工
事
着
手
を
致

し
ま
し
た
、
玉
造
北
部
地
区
５
集

落
の
事
業
計
画
区
域
１
６
２
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

予算額　４億2,160万円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業

事
業
認
可
１
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
玉

造
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
適
正
な
維
持

管
理
を
行
い
、
健
全
な
運
営
に
努

め
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
台
帳
の
整
備
等

を
行
い
ま
す
。

予算額　５億3,270万円

流
域
関
連
公
共
下
水
道
事
業

事
業
認
可
１
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

ま
た
供
用
開
始
区
域
の
水
洗
化

の
促
進
、
受
益
者
負
担
金
の
賦
課
、

更
に
下
水
道
の
維
持
管
理
に
向
け

て
下
水
道
台
帳
の
整
備
を
行
い
ま

す
。

予算額　５億5,150万円

水
道
事
業

給
水
戸
数
１
万
３
０
０
戸
、
年
間
総
給
水
量

３
８
３
万
４
０
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
、

普
及
率
90
パ
ー
セ
ン
ト
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

国
民
宿
舎
白
帆
荘
運
営
事
業

白
帆
荘
宿
泊
予
定
者
数
を
６
５
０
０
人
、

白
帆
荘
休
憩
利
用
者
数
７
５
０
０
人
、
白
帆

の
湯
利
用
者
数
を
９
万
６
５
０
０
人
と
見
込

み
、
収
益
的
収
入
・
支
出
は
２
億
２
９
６
６

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

予算額　２億2,966万円 予算額　12億6,515万円

収益的収入 

収益的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

資本的収入 

資本的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

7,006万円 

3億8,895万円 

 3億1,889万円 

8億7,620万円 

8億7,620万円 

0

△ 

収益的収入 

収益的支出 

差　　　引 

本年度予定額 

2億2,966万円 

2億2,966万円 

0

資本的収入 

資本的支出 

本年度予定額 

　　　　0 

　　　　0

1818年度予算年度予算 18年度予算 
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当
市
や
Ｊ
Ａ
な
め
が
た
な
ど
で
組

織
す
る
行
方
地
域
圏
芸
振
興
協
議
会

は
、
「
行
方
ブ
ラ
ン
ド
」
の
野
菜
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と
、
「
茨
城
・
行

方
」
の
ふ
り
が
な
入
り
の
地
名
や
地

図
、
特
産
野
菜
の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
が

入
っ
た
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
作
製
し
ま
し

た
。当

市
は
農
業
算
出
額
が
全
国
13
位

に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
せ
り
、
エ
シ
ャ
レ

ッ
ト
、
し
ゅ
ん
ぎ
く
が
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
出
荷
量
を
誇
っ
て
お
り
ま

す
。全

国
的
に
も
野
菜
の
産
地
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
な
め
が
た
」

の
読
み
方
が
難
解
で
知
名
度
が
低
い

こ
と
や
、
行
方
の
野
菜
が
関
東
を
中

心
に
広
く
流
通
し
、
市
場
関
係
者
な

ど
か
ら
高
い
信
頼
を
受
け
る
一
方

で
、
消
費
者
レ
ベ
ル
で
は
認
識
さ
れ

て
い
な
い
の
が
現
状
。
そ
こ
で
、
行

方
ブ
ラ
ン
ド
の
普
及
を
目
指
し
、
ジ

ャ
ン
パ
ー
を
利
用
し
た
今
回
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
企
画
し
ま
し
た
。

２
月
10
日
の「
山
手
線
ジ
ャ
ッ
ク
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
ジ
ャ
ン
バ
ー

を
着
た
当
市
職
員
や
関
係
団
体
の
職

員
約
30
人
が
Ｊ
Ｒ
山
手
線
に
乗
り
込

み
、
都
内
の
デ
パ
ー
ト
や
池
袋
･
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
な
ど
を
移
動
。

ジ
ャ
ン
バ
ー
姿
で
人
間
公
告
塔
と
な

り
、
電
車
の
乗
客
や
通
行
人
に
「
茨

城
の
行
方
」
を
売
り
込
み
ま
し
た
。

山手線車内で行方の野菜をＰＲしました

山
手
線
ジ
ャ
ッ
ク

走
り
だ
し
た
『
行
方
ブ
ラ
ン
ド
』

２
月
８
日
、
玉
造
中
学
校
に
お
い

て
、
中
学
生
と
保
護
司
会
、
更
生
保

護
女
性
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
が
対
話
す
る
「
中
学
生
と
話
そ

う
」フ
ォ
ー
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
子
ど
も
を

健
や
か
に
育
む
た
め
に
、
家
庭
、
学

校
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

今
、
保
護
司
は
非
行
を
し
た
人
々
の

更
生
に
取
り
組
む
だ
け
で
は
な
く
、

普
段
か
ら
学
校
と
連
携
し
、
学
校
と

と
も
に
子
ど
も
の
問
題
を
解
決
し
て

い
こ
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
中
学
生

と
対
話
集
会
を
持
と
う
と
計
画
さ
れ

ま
し
た
。

各
学
級
に
講
師
と
し
て
保
護
司
、

更
生
保
護
女
性
会
、
民
生
委
員
児
童

委
員
が
２
〜
４
名
ず
つ
入
り
、
生
徒

か
ら
の
「
部
活
が
強
く
な
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
」
「
薬
物
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
質
問

を
も
と
に
、
講
師
の
方
か
ら
経
験
談

を
含
め
て
助
言
を
い
た
だ
き
、
40
分

ほ
ど
話
し
合
い
を
し
ま
し
た
。

中
学
生
か
ら
は
、
「
貴
重
な
経
験

だ
っ
た
。
濃
い
時
間
を
過
ご
し
た
」

「
も
っ
と
、
た
く
さ
ん
の
話
を
聞
き

た
か
っ
た
」
「
地
域
の
大
人
の
人
た

ち
が
、
私
た
ち
の
こ
と
を
こ
ん
な
に

考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
」
「
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
や
り
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

中学生の悩みを聞きました

中
学
生
と
話
そ
う


